
関⻄⼤学�社会連携部�
地域連携センター

関⻄⼤学地域連携事例集�で検索

もしくは以下QRより

こんな事例をご紹介しています！

“児童の交通安全意識向上を⽬指す

通学路巻き看板づくりプロジェクト”

事例３

“岸和⽥市観光客誘致に関する調査研究”

観光資源を活⽤した魅⼒的な観光コンテンツの醸成と、情報発信の強化に

よる新たな観光客誘致に関する調査研究を⽬的に、学⽣⽬線で岸和⽥市の

⽂化や魅⼒を観光WebサイトとSNSを活⽤して情報発信しています。

事例２

＃観光産業活性化　　　＃学生によるフィールドワーク

関⻄⼤学
地域連携事例集 Vol.8

関⻄⼤学で実施している様々な地域連携活動の取組みをまとめた「関⻄⼤学地域連携事例集Vol.8」
がこの度完成しました。まちづくりや教育、福祉、防災やスポーツ振興など、
学⽣･教員・地域の⽅々による多彩な連携活動の様⼦を是⾮ご覧ください。

電柱に設置する巻き看板のデザインを⼯夫することで、⼦どもと運転者の
双⽅の交通安全に対する意識向上を促し、通学中の⼦どもの安全を確保す
ることを⽬的に、ワークショップやアンケート調査を実施し、新しい巻き
看板のデザインを⼋尾市に提案しました。

事例１

＃通学路　　　＃交通安全　　　＃巻き看板

問い合わせ先
⼤阪府吹⽥市⼭⼿町3-3-35
TEL:06-6368-1032� MAIL:chiiki-mm@ml.kandai.jp
HP:https://www.kansai-u.ac.jp/renkei/chiiki/

関⻄⼤学地域連携センターとは？

本センターは、2005年4⽉1⽇に発⾜しました。

地域との連携に関する本学の窓⼝としての役割

を果たすと同時に、地域連携に関するノウハウ

の蓄積、連携活動の具体化を図ります。

また、教育・研究に加え、⼤学の第三の使命で

ある「社会貢献」の推進のため、教育・研究の

成果を産業界、地域、⾃治体と連携して、広く

社会に還元していきます。

＃地域公共交通　　　＃JR播但線　　　＃利用促進

利⽤者減少により継続が困難な状況にあるJR播但線について、地域公共

交通ワークショップへの参加やアンケート調査を実施し、若い世代の声

を反映させた利⽤促進策を朝来市へ提⾔しました。

“地域公共交通のあり⽅について

−兵庫県朝来市を⾛るJR播但線の利⽤促進を例に−”

＼�電⼦Book公開中！�／


